
戦後ドイツの公設美術館とその社会的役割
一学芸員ライデマイスターの活動を通して

江口みなみ

はじめに

ライデマイスター (LeopoldReidemeister， 1900-1987， 

図1)は、第二次大戦の開戦までドイツ・ベルリンの束

アジア美術コレクションを担当する学芸員として活躍し、

終戦後は、ケルンやベルリンの公設美術館で、復興に大き

く貢献した人物である。本論文では、ライデマイスター

の仕事を振り返りながら、 ドイツの公設美術館が終戦を

期にどのように変化したか分析し、冷戦下の美術館ヤ学

芸員のはたらきと、社会との関係について考察する口

上戦前の活動

ライデマイスターの名は、日本近代美術史において

ベル 1)ン束アジア美術コレクション (Ostasiatische

Kunstsammlung) を所有する自立美術館東洋美術部の

、あるいはその部長であったキュンメル (OUo

Kummel)の部下として散見されるだろう。彼は1929年

の中国美術展を担当し、 1935年には作品!構入等の目的で

日本と中国に滞在するなど、戦前期のドイツにおけるア

ジア美術研究では際立った存在であったO しかし彼の回

顧的文章]を橋いてみると、この分野の選択は学術的

向に起因していないことが分かる。ライデマイスターは

大学で美術史を学びながらベルリンの画廊ファンーデイ

ーメンに勤め、そこで前近代の西洋美術を担当していた。

また同時代の作家たち、とりわけ表現主義の画家らと交

流を始めていたが、アジア美術の領域には縁がなかった口

だが、就職先を探していたとき、彼の大叔父にあたるボ

ーデ (Wilhelmvon Bode)が館長を務める絵画館では恐

れ多いと感じて、ちょうど部下を求めていたキュンメル

のもとでf動くことにしたらボーデは1890年から1929年ま

で絵画館の館長を務め、 1906年から1920年には国立美術

館群総長ともなった人物である。かくしてライデマイス

ターは1924年からアジア美術を担当する学芸員となった

が、彼の人生においてボーデとの縁は、戦後再び影響を

及ぼすこととなった。

さて、戦前期におけーるライテ、、マイスターの業績で、最

も大きなイヴェントは1929年のi宇宙美術展 (Ausstellung

Chinesischer Kunst)であったと考えられる。芸術アカ

デミーの展示室を借りて開催された本肢は、 一千点を超

える作品をもって中!]TI美術を通史的に見せるもので、来

場者は約 675人という盛況ぷりであった。また1935年に

は8ヶ月をかけて、作品購入などの目的で日本と中国を

周遊した。その報告記事「日本の新設美術館 Neue

japanische MuseenJlで、は、日本における「蔵jの役割や

私設美術館を紹介したほか、活発な美術館建設の動向も

伝え、文末を次のように締めくくった。

f(東京帝室博物館の新館建設や京城の「総督府博物館J
建設計画を指して)こうした建築物は、まさに限進す

る国家のモニュメント建築への要求にひ。ったりと合致

するものだろうが、これほどの巨大建築など、ことさ

ら日本美術にとっては、危'1其すべきものであることは

明白だ。そして我々には、より小規模な日本の美術館

にこそ、真に生産的な美術館思想があるように思われ

る。J4

つまりライデマイスターは、繊細で特別な取り扱いを

必要とする日本美術作品の性質から見て、巨大な美術館

建築は適切でないと指摘しており、日本の動向に懸念を

示したD このように美術館と社会との関係を冷静に捉え

ているが、国際情勢の緊張が高まるにつれて、彼の職務

も慌ただしく変化した。

1936年11月の日独防共協定締結後、文化活動も両国の

友好関係を深める手段として重視されるようになり、

1939年2月から 3月にはキュンメルの指;軍により伯林日

本古美術展覧会 (AusstellungAltjapanischer Kunst)が

開催されたO ライデマイスターは、国立博物館東洋部長

として本展の実行委員に名を連ねており、展覧会の前年

9月には打ち合わせ等のため再来日した50 筆者の調査は

まだ十分ではないが、立場上、ほかにも文化政策に関わ

る仕事に関与したことが推察される。いずれにしても、

ライデマイスターはキュンメルの音目下になったことによ

り、東アジア美術の研究や展示の経験を積んだだけでな

く、公設美術館の学芸員と文化政策の関わりについて、

身をもって学んだようである。

2.終戦、ケルンへ

1945年2月、東アジア美術コレクションの常設展示室

は爆撃を受け壊滅状態となり、敗戦後には作品の多くが

J'llJj又されたため、同コレクションはほとんど71~ をとどめ

ていなかった。ライデマイスターは1941年から兵役に就

きヘ終戦前の数ヶ月間にはイタリアで作品保護の任務に

あたって終戦を迎えたが、ベルリンには復帰すべき職場

も仕事も残されていなかった。 彼はケルンで{動いていた

兄から連絡を受けて、同地のヴァルラフ・リヒャルツ美

術館に Jf:誌を得て復興へ尽力することとなる。

ドイツでは、戦後の復興ないし再建が開始された時を

[零時 StundeNulU という誌で示すが、ライデマイスタ

ーは「もし、よく引用されるような「零時j というもの

があるならば、それは1945年の秋、私がほとんど完全に

破壊されたケルンで働き始めたときであるjiと回顧する 0

1861年創設のヴァルラフ・リヒャルツ美術館はケルン市

立の施設だが、ナチス政権崩壊直後のドイツにおいて、

同館へ就職するためにはナチ党と無関係で、ある必要があ

った。これは、いわゆる戦後ドイツ社会における「非ナ

チ化Ent-nazi五zierungJに関わることである。吉村朋子

によれば、ナチズムをドイツ社会から一掃するため、
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1945年夏のポツダム会議などによりナチ党員は全員、公

的な職および私企業の重要な地位から追放されること

が決められた80 そのため、こうした人々は非ナチ化に該

当するか審査を受ける必要ーがあり、実際、ヴァルラブ ・

リヒャルツ美術館の館長であったブエルスター (Otto

Fりrster)には非ナチ化が適用されて、 早くも1945年6月

に解雇通告がなされた九ライデマイスターが述べたとこ

ろによると、彼自身は審査の必要なしと判断された。

「ケルンは、政治的な理由から、それまでいた専門家た

ちが誰も働ける状態で、はなかったので、美術館の分野

は非常に困難な状況にあったO 当時はまだ若かっ

術史家のヴォルフガング・ブラウンフェルス↑専二仁だけ

が自由に働ける状態だったが、それから何年も私は彼

と ー緒に、とても協調的に働いたのであった。手続き

は短かった。私の職業的な資格は、それまでのベルリ

ンの美術館群における20年の勤務によ って証明されて

いた し、 私は前政権からいかなる特権も付与されてい

なかったので、「非ナチ化」の必要もなかった。_IlO

こうしてライデマイスターはベルリンと東アジア美術

から離れ、廃城となったケルンの街で、美術館の再建をは

じめたのだが、その環境は劣悪であった。

「どこもか しこも、身の毛がよだつような状況であっ

た。私の事務所の真ん前には闇市が立っていて、 アイ

ゲルシュタイ ンの通りでは犯罪グループの争いが起き

ていたし、私のところではレンプラントが洗まれてし

まい、その作品はのちに教会の廃境で発見された。展

覧会開会の数分tJijまで、流れ来る水をシャベルですく

ってidS屋:から出していたのだが、それは頭上にまとも

な屋ー根がなかったからである。 1955年から56年にかけ

て、ミュンヒェンおよびハンブルクと共同でii没後はじ

めての大型ピカソ展を開催した際、ケルンの会場は古

い兵舎で、円筒Jf~J. スト ー ブで部屋を i暖めたものだっ

た。_Il1

このような状況でも、どうにか美術館活動を続けたラ

イデマイス ターたちのモチベーショ ンとなったも の、あ

るいは喫緊に取り 組むべき課題として、モダン ・アート

の「名誉回復 Wiedergutmachuog_lがあ った。よく知

られているように、ナチス政権によって 「退廃芸術

Entartete Kuost_lとされた表現主義や夕、ダ、構成主義な

どのモダン・アー ト作品は、見せしめとして 「退廃芸術

展Jで展示されたほか、海外へ売却されたり破壊された
りした。 戦後、 これらの作品を取り 戻し、ふたたび正当

な評価が与え られるよう働 きかけた活動が「名誉回復」

である。ヴアルラフ ・リヒャルツ美術館は、 n弘前からモ
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ダン・アートのゆたかなコレクションを?肝有・しており、

その多くがナチスによって退廃芸術と見なされ押収され

てしまった120 だが、終戦後すぐに、弁設士で、美術蒐集

家のハウフリッヒ (]osefl-Iallbrich)の芋;先した働きに

よって、ケルンでは「名誉回復jが始ま ったl二美術館

から排除された作lfillを救出するこ とに成功したハウブリ

ッヒは、これをケルンrfiに寄!112し、 1947年には一般公開

も行った。そしてヴアルラフ・リヒヤルツ美術館は、こ

のコレクションを補強するかたちで「プ リュッケ Die

Brucke_lや 「菅騎士 DerBlaue ReiterJの作家による作

品を順次購入し、名誉回復活動を力強く進めていった110

ライデマイ スターは、 1954年から同館を含むケルン市立

美術館昨の総長を務めた。 1957年には、 12年がかりで建

設された新館が完成し、テオ卜、ア ・ホイ ス大統領を迎え

て新鋭の落成を祝ったのであった。ベルリン|時代から表

現主義の作品および作家に親しんでいたこともあり、ラ

イデマイスターはモダン・アートのイ1Ft日lをケルンに再び

迎え入れて、その復権に尽力したのである。

3. ベルリンに漢る

「名誉回復Jはド・イツ各地で同時に展開していたが、ケ
ルンで、のrti践によりライデマイスターはその中心人物の
ひとりとなっていた。1957年の新館落成後、落ち着く間

もなくベルリンの国立美~WJ 館前: (凶ーベルリン)から袈-請

があり、ライ デマイスターは総長と してベル リンへ戻る

こととなった。彼の回顧文によれば" Iあれほとと政治的 リ
スクのあるベルリンへ、いったい誰が行きたいと思った

だろうか!だが私自身、そしてヴイルヘルム ・ブオン ・

ボーデの佐の息子としても、ベルリン美術I@'lifの伝統に

恩義があるのだから、と私へ申し入れが来てしまったy'

といった事情であった。実際、ベルリンはrLEiit!Jjへの人口
流出が起きる なとご政治的に不安定なH寺期で、 1961年には

ベルリンの控の建設が始まった。 後述するよ うに、美術

館でも訪日担が山積みとなっていたが、ライデマイスタ ー

は専門的な人材のii古川呆と「名誉回復Jの推道をjli!ll(，こイ士事
を遊めていった。後者では、 「退院芸術」と された作品を

多数取り戻したことと、モダン・アートの企画展を数多

く開催したことが特徴的である。展示の環境は未だ怒っ

ておらず、ライテ、マイ スターが着任した頃は シャルロッ

テンブルク宮殿の -jEJを間借りする かたちで展覧会を行

っていた。 1959年に開催された展覧会「色彩の勝利ヨー

ロッノてのブオ ーヴTriumpfcler Farbe: Die ellropaischen 

FauvesJI明、らは、この宮殿のオランジエ リーを展示室と

してイ吏用し、 1968年にな ってようやく、ミ ース・ファ

ン ・デア・ロ ーエの設計により新ナショナル ・ギャラリ

-Neue Natiooalgalerieが完成したのである。

企国i尽を具体的に見てみよう。 1960年に開催された展

覧会「ベルリン 、芸術のための自由の地 Berlin，Ort der 



Freiheit fur die KunstJは、 1892年にムンクがベルリン

の芸術界に登場したことを起点に、ベルリン分離派やノ

ヴェンパーグルッペらに代表される戦前期の興降、戦1:1:1

!切の抵抗運動に関わる作品、そして戦後の展開までを追

う展示内容であった。国立美術館群の機関誌に掲載され

た会場の記録写真(図 2)を見ると、奥行きのある展示

室に白い壁而の仮設壁が設置されていた様子が{確認で、き

る170 もともと宮殿の品室として設計された建築のため、

展示室には陽光がたっぷりと射しこんでおり、現在の感

覚からすると明るすぎる印象もある。だが、ライデマイ

スター自身は「光あふれる透明!惑があり、当時はまだ楽

園のように孔雀がいた宮殿の庭園内ということもあって、

展覧会の場としては理想的JJSと感じていたようである。
1961年春には、創設100周年を記念して「ナショナル・

ギャラリーとその笥:!{営者ーたち DieNationalgalerie und 

ihre StifterJJ9展が開催された。本展は1861年から100年

間のナショナル・ギャラリーへの寄贈者および‘寄贈作lz
を紹介するもので、ライデマイスターによれば、同展は

「ナショナル・ギャラリーが、どれほどユダヤ人の寄贈者

に負うところが大きいかyoを認識させるものであった。
また同年秋には、ヴァルデンによる 芸術雑誌および回

廊「シュトゥルムJをテーマとした展覧会 IDerSturm: 

Herwarth Walden und die europaische Avantgarde 

Berlin 1912-1932j2Jを開催するなど、積極的にモダン

アート鑑賞の機会を提供していった。

ライデ、マイスターは、 1961年から始動した新ナショナ

ル・ギャラリーの建設計画にも関与した。1)去の回顧によ

れば、市政府大 I;~ の反対にも IV<l わらず美術批評家のグロ

ーマン (WillGrohmann)および美術史家のヤナシュ

(Adolf ]annasch) とともに、「名誉回復jの象徴とも言

える本計画を力怖く推奨したヘまた、 1964年に退職し

た後もモダン・アートの名誉回復につとめ、「フψリュッケ

美術館Brucke-MuseumJの創設にも関わった。 1967年、

ベルリン・ダーレムに建てられたこの小さな美術館は、

シュミット=ロットルフ (KarlSchmidt-Rottluff) とへ

yケル (ErichHeckel)からの寄H引乍品をI:IJ心としたコ

レクションをJl文蔵し、ライデマイスタ ーと作家たちとの

信頼関係から生まれたものである。

「非ナチイヒj後の公設美術館

このように、ライデマイスターは戦前から戦後まで公

設美術館に勤めながら、 11寺局の変化に合わせて多様な役

割を果たした。彼に「非ナチ化Jの必要がないと半IJI~訴さ

れたことなど、今日から見て奇妙に思われる点もあるが、

戦後の混乱}羽において公設美術館の人事やn村文は、さま
さごまな困難や矛盾、不安定な要素を抱えていたD 最後に

ライデマイスターの活動と彼の周辺の状況を !F~ らし合わ
せることで、当時の]炭j克を{府|般的にJ担えてみたい。

前述したように、 1933年からヴァルラフ・リヒヤ jレツ

美術館の館長を務めたフェルスターは、終i成後、非ナチ

化の処置により解雇通告を受けたが、この処分を不当と

考えていた。その後、彼は1957年から 3年間、つまりラ

イデマイスターがケルンを去った後に、ケルン市立美術

館群の総長職へと返り咲いたヘナチス政権によるモダ

ン・アートの排斥に協力した彼が、美術館運営の場に再

登場したことは、戦後の非ナチ化に関わる人事が一筋縄

ではいかなかった状況を象徴的に示すものである。

これとは逆に、戦前期に現代美術館の発展に貢献した

人物が、ナチス政権によって解雇され、戦後ふたたび美

術館に戻ってきた例もある。 1919年、クローンプリンツ

ェンパレーを拠点とするドイツ初の公設現代美術部門

(Neue Abteilung der Nationalgalerie im Kronprinzen-

Palais)を創設したユスティ (Ludwig]usti)は、 1933年

にナチス政権によってl肢を追われた"。コレクションは

「退院芸術」と見なされ、そのほとんどが犠牲となってし

まった。戦後、東側の国立美術館群総長として復帰した

ユステイは、ベルリン市政府から協力を得て、美術史家ヤ

ナシュと共に近現代美術のコレクションをベルリンに再

H怜ミし、 1201止紀ギャラリー Galeriedes 20. ]ahrhundertsJ 
を創設する計回を開始した。ふたりは作品の購入を進め

ていったが、 1947年頃から東西ベルリンの政治的緊張が

高まり、 1948年末にヤナシュは新設された西ベルリンの

市政府へ移ってしまった。東ベルリンで、活動を続けたユ

スティは、比較的自由に動くことができたものの、社会

主義リアリズムの作I見を尊重するソピエト政府の文化政

策から影響を受けるようになった。 1954j~三には、どうに

か作品展示をする機会も得たが、 120世紀ギャラリー」を

創設するユスティの計画は失敗に終わってしまった。

一方、非常に紛らわしいのだが、西側へ移ったヤナシ

ュは同名の 120世紀ギャラリー Galeriedes 20. Jahdmn-

dertsJに活躍の場を得たヘ先に触れた1959年の「色彩

の勝手IJJ展図録には、作品IIJ¥IWJ者のリストに 120世紀ギ
ャラリー」の名が挙げられているが、これは西ベルリン

の同ギャラリーを指す260 1949年3月、商ベルリン市政

府によって創設されたこの組織は、ヤナシュのJ旨t軍のも

と、「退廃芸術」として公設美術館から排斥されたモダ

ン・アートの作品を購入し、コレクション構築および展

示を行った。 1954年には、かつて将校図用の娯楽施設

(Landes¥ヘrehrkasino) として使用され、現在は国立写真

美術館となっている建物に常設展示室を設えた。1968年

に新ナショナル・ギャラリーが完成した際、 120世紀ギ

ャラリーjの作品はナショナル・ギャラリーのコレクシ

ョンに吸収され、組織としては解体された。

このように戦後のベルリンでは、東側でユスティが、

また西側ではヤナシュとライデマイスターが、モダン・

アートの公設コレクションを再構築するプロジェクトを
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それぞれ進めていたことがわかる。「名誉回復」への思い

と、公的な組織の抱える複雑な事情のあいだで、彼らは

モダン・アートをふたたび美術館に戻す道を模索してい

ったのだろう。「冷戦の最前線の都市Jであった東西.ベル

リンでは、 1960年代に建設ラッシュが起き、それぞ、れの

思想、や理想を体現する都市計画が壁の両側で展開され

たヘ新ナショナル・ギャラリーの建設もこの流れの中

にあったことを鑑みれば、モダン・アートの収集や展示

も、控の向こう側への政治的なメッセージないしアピー

ルであったとも言える。

おわりに

本論文では、ライデマイスターの学芸員としての活動

を追いながら、戦前から戦後にかけて大きく環境が変わ

ったドイツの公設美術館について考察した D ライデマイ

スターは、東アジア美術担当の学芸員として美術館での

キャリアを関投台したカペヰ史f廷はモダン・アートの

回復Jを活動のjM!として、館長や総長など責任ある立場

で美栴館運営に携わった。彼の回顧的文章:や周辺の状況

を見てみれば、そうした経歴は彼の意思や希望というよ

りも、社会的な要請に大きく左右されていたことが分か

る。また、彼が80歳の誕生日祝賀会スピーチを「自身の

選択や仕事が正しいことであったか、それは村lのみぞ知

る」おと締めくくったように、 ドイツ全土(あるいは東西

ドイツ)で同時に展開された「名誉回復Jや美術館の復
興のうち、どれが正解ないし成功と呼べるのか、その判

断は現在でも難しい。しかしながら、現在ドイツ各地の

美術館にモダン・アートが復活している背景には、ライ

デマイスターのような行動力ある学芸員の献身があった

ことを;忘れてはならないだろう。
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